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　インゲンは南米が原産で、日本には
江戸時代に隠元禅師がもたらしたとい
われ、その名が付けられたといわれて
います。サヤインゲンは豆の形がハッ
キリ出ていない、あまり太くないもの
が良いでしょう。太く大きいものは育
ち過ぎている場合があり、スジが太く
なり硬くなっていることが多いです。
一昔前はサヤインゲンに固いスジがあ
り、茹でてもこのスジが口に残るため
スジを取っていましたが、近年スジを
取る必要のないストリングレス品種が
増えています。
　また、塩分を排泄するカリウムを含
んでおり、高血圧予防に効果がありま
す。βカロテンはレタスの３倍も含ま
れており、抗発がん作用や免疫機能を
活発にする作用だけでなく、皮膚や粘
膜の保持や視力の維持をする働きもあ
ります。

インゲン

　石川県で1月に発生した地震による
被害に心よりお見舞い申し上げます。
　金沢は年間降雨日数が半年にもおよ
び、45万人を超える人口高密度都市
として世界でも有数の多雨多雪都市で
す。石川駅に隣接するもてなしドー
ムの大屋根は、この気候風土に対し、
人々が集う広場の上に傘を差し出すよ
うな「もてなしの心・思いやりの動線」
を表現したものです。明るい駅前広場
を実現するために、ドームの仕上げは
3,019枚の強化ガラスでできています。
このガラスは180センチメートルの積
雪にも耐える強度をもっています。
　また、鼓門の2本の柱の中には送水
管が通っていて、雨が天井に溜まったり、
積雪しても、送水管へと流れていくよ
うになっています。構造形式は、大断
面で斜めに傾けた柱を楕円状に2重に
配置した組柱を2つ並べて、その上に
格天井の屋根をのせた構成になってお
り、屋根は大屋根からの落雪を受け止
める形をそのまま造形化しています。

夕暮れ時の金沢駅

○建災防協進会　安全衛生保護具・機器コーナー � 22
土木工事での酸欠防止対策について
理研計器㈱　営業技術部　紺屋 英樹

○災害事例に学ぶ � 29
耐火被覆作業中に熱中症を発症

○災害統計 � 30

○COHSMS認定 � 28
㈱竹中土木、㈱佐藤建設が新規認定、
近藤建設㈱、㈱グロージオ、㈱川嶋建設、東和産業㈱が更新認定!!
建設業労働安全衛生マネジメントシステムセンター

○化学物質対策コーナー No.1 � 7
職場における化学物質管理の法令改正と建設現場で必要な対策

（独）労働者健康安全機構　労働安全衛生総合研究所
化学物質情報管理研究センター　センター長代理　小野 真理子

○季節の食 � 24
～夏の食材～

（一社）日本健美操協会　顧問　鈴木 照子

○ごあいさつ � 2
全国安全週間の実施に向けて
厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 安全課長　小沼 宏治

◆�６月は全国安全週間の準備期間です。「令和６年度全国安全
週間を迎え」と題し、厚生労働省小沼安全課長様の巻頭言を
掲載しました。厚生労働省が重点としているポイントを掴ん
で的確に労働災害防止対策に取り組んでいただきますよう
お願いいたします。

◆�特集では、令和５年の労働災害発生状況（厚生労働省　速報
値）を掲載しております。令和５年の建設業の死亡災害は

212人となり、前年同期と比べて60人の減少となりました。
事故の型別でみると、前年からの減少幅が大きいのが墜落・
転落災害です。そして墜落・転落災害の中で減少幅が大きい
のが屋根からとはしご等からの墜落・転落災害となってお
り、足場からのものはほとんど減少が見られません。今後、
足場に関する規則の改正により、墜落・転落災害がさらに大
幅に減少することを期待したいと思います。
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○特集 � 3
令和５年の建設業における労働災害発生状況
編集部

○わが社の安全
①築40年以上経過した高層ビルの外壁改修 � 11

～ 高所作業を最小限にする取組み ～
㈱フジタ　広島支店　BLC推進部　次長　鹿角 英児

②煙突アスベストの実態 � 18
～ 今、煙突にアスベストがあることは忘れられ、更に不適切な処理工法等が進行中である。 ～

（一社）Hi-jet アスベスト処理協会　理事長　藤林 秀樹

建災防からのお知らせ

◆コスモス説明会のご案内 � 21

◆熱中症防止関係の出版物等のご案内／DVD「目で見る石綿含有建材の除去作業」のご案内 � 27
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